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「
ウ
ワ
!
、
き
れ
い

」
l

八
月
十
日
夜
、
上
回
の
化
火
大
会
が
千
曲
川
で
行

わ
れ
、
お
お
ぜ
い
の
人
た
ち
か
変
の
夜
の
風
物
詩
を
堪
能
し
ま
し
た
。
昭
和
六

十
三
年
に
復
活
し
た
こ
の
花
火
大
会
は
今
年
で
四
回
目
。

こ
の
日
は
タ
ト
刀
か
ら

の
雨
む
や
み
、
午
後
七
時
過
ぎ
、
上
回
橋
上
流
約
一
キ
ロ
の
地
点
か
ら
、
ス
タ

ー
マ
イ
ン
、
尺
玉
な
ど
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
夜
空
を
鮮
や
か
に

彩
る
ロ
マ
ン
の
花
は
、
同
時
に
川
面
や
市
街
地
の
町
並
み
も
く
っ
き
り
と
浮
か

び
上
が
ら
せ
、
幻
想
的
な
写
閤
討
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

39腎572(+92) 

( )内は前月比

61，229人 (+62)世格58，521人 (+98)女119.750人(+160)男人口 (8月1fl現 (1:) 



下
水
道
計
画
の
指
針
に

境
め
ざ
し
て

快
適
な
生
活
環
境
を
実
現
し
、
河
川
の
水
質

を
守
る
た
め
に
は
、
市
街
地
だ
け
で
な
く
郊
外

の
集
落
な
ど
に
つ
い
て
も
下
水
道
の
終
備
が
必

要
で
す
。
こ
の
た
め
、
集
合
処
理
方
式
(
公
共
下
水
道

な
ど
)
で
行
う

こ
と
が
適
当
な
区
域
と
、

側
別

処
理
方
式
{
合
併
処
理
浄
化
槽
)
が
適
当
な
区

域
を
定
め
、
今
後
の
下
水
道
繋
備
計
耐
の
指
針

と
す
る
の
が
下
水
道
マ
ヴ
プ
で
す
。

-
公
共
下
水
道

上
問
、
大
屋
、
南
部
の
三
処
理
区

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

別
所
混
泉
、
中
塩
田
の
二
処
理
区

-
農
業
集
落
排
水
事
業

(
農
村
下
水
道
)

下
組
、
仁
古
田
な
ど
の
二
六
地
区

-
地
域
し
原
処
理
施
設

(コ

ミ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン

ト
)学
海
団
地
な
ど
七
地
区

・
合
併
処
理
浄
化
槽

前
記
三
八
地
区
以
外
の
市
内
全
域

市
で
は
、
下
水
道
の
整
備
を
計
画
的
、
効
率
的
に
実
施

し
て
い
く
だ
め
の
指
針
と
な
る
下
水
道
マ
ッ
プ
〈
下
水
道

等
整
備
基
本
構
想
図
〉
を
こ
の
ほ
ど
作
成
し
ま
し
だ
。
こ

れ
は
、
県
と
市
で
平
成
元
年
度
よ
り
進
め
て
き
疋
も
の
で
、

市
街
地
は
も
ち
ろ
ん
、
農
村
部
を
舎
め
だ
い
わ
ば
下
水
道

の
全
体
計
画
。
市
は
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
疋
疋
き
台
と
し
て
、

農
村
下
水
道
〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
、
合
併
処
理
浄
化
槽

な
ど
を
計
画
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

地
区
の
合
意
を
整
え
て

伊j

-.li< 、 下' 1<: i益

|特定問他公共同道

|供業集係視1:水施設

l.IiIi践 し 以処息地殻
(コミーティプラント)

II f'i" f斤処JlJ[冷 1じ村1;

こ
の
下
水
道
マ
ヴ
プ
は
あ
く
ま
で
も
計
画
の

目
安
で
す
の
で
、
確
定
し
た
ら
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
の
実
地
に
際
し
て

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
協
議
し
て

か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
市
で
は
、
下
水
道
マ

ッ
プ
を
柱
に
、
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
合
理
的
な
下
水
道
シ
ス
テ

ム
を
計
画
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
考
え
で
す
。

な
お
、
下
水
道
の
種
類
に
つ
い
て
は
三
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

凡

[2] 7 庖報うえだ3.9 



r 
/ノ

上田市下水道マップ

7 

マ マ マ ・・
3厚 紙l農 3建 醐
8生 1林 l設 闘
6省 4 水 ) 省 圃
) 所 4産所 圃
管 l省管 一
事 )所事
業管業
事
業 下
水
道
謙

(内
線
1
5

広報うえだ3.9 

農
村
下
水
道
諜
(内

生
活
時
境
諜

(内
総
1

(3] 



わ
疋
し
だ
ち
が
何
気
な
く
僅
用
し

て
い
る
下
水
道
|

|
。
し
か
し
、
使

つ
だ
水
ガ
ど
こ
へ
流
れ
て
い
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
を

考
え
疋
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

9
月

叩
日
は
全
国
下
水
道
促
進
デ

l
で
す
。

皆
さ
ん
に
下
水
道
の
果
芝
す
役
割
を

理
解
し
て
い
疋
だ
く
よ
う
、
下
水
道

の
し
く
み
を
紹
介
し
ま
す
。

をァ地球、青

、

な I~
ん I _~
4s|7k 

J; I~ 
フ
? 
---:::> 

て

わ
た
し
た
ち
は
毎
日
多
く
の
水
を

陀
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
務
所
や
工
場
で
も
た
く
さ
ん
の
水

を
使
っ
て
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
大
切

な
水
も
、
使
用
後
は
汚
れ
た
水
と
し

て
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
し

、
-。

J
人

こ
の
汚
れ
た
水
(
汚
水
)を
集
め
て

処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
戻
し
て
河

川
に
還
元
す
る
の
が
下
水
道
の
役
割

で
す
。
さ
ら
に
下
水
道
を
使
用
す
る

と
、
家
や
工
場
か
ら
出
る
汚
水
が
速

や
か
に
排
除
で
き
る
の
で
、
蚊
や
ハ

エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
ま
た
ト
イ
レ
の

水
洗
化
に
よ
り
事・
虫
や
惑
央
の
無
い
、

清
潔
で
快
適
な
生
活
埼
境
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

つ|汚
て|水
処|は
王里|ど
を|う
?Iや

汚
水
は
ど
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
、

き
れ
い
に
な

っ
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う

か
。
下
水
道
は
大
き
く
分
け
る
と
、

汚
水
を
集
め
て
運
ぶ
汚
水
管
と
、
そ

れ
を
処
理
す
る
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

(終
末
処
理
場
)
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

園
汚
水
管

家
庭
の
台
所

・
ふ
ろ

・
水
洗
ト
イ

レ
や
、
L
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水

は
、
宅
地
内
配
管
(
排
水
設
備
)
を

通
っ
て
下
水
道
の
本
管

(汚
水
管
)

に
集
め
ら
れ
、
そ
し
て
浄
化
セ
ン
タ

ー
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。
排
水
設
備

や
汚
水
管
に
は
適
切
な
勾
配
が
つ
い

て
お
り
、
詰
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
る

よ
う
に
細
か
い
地
工
基
準
に
従
っ
て

仮
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
点
検

や
修
理
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
、
っ
た

・・
す

め
に
、
マ
ン

ホ
ー
ル
や
排
水
桝
が
設

け
ら
札
て
い
ま
す
。

-
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
下
図
)

汚
水
管
を
通
っ
て
浄
化
セ
ン
タ
ー

に
運
ば
れ
た
汚
水
は
、
い
く
つ
も
の

施
設
を
通
り
ぬ
け
る
あ
い
だ
に
次
第

に
き
れ
い
な
水
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
過
程
で
最
も
重
要
な
役
割
を
来

た
し
て
い
る
の
が
エ
ア

レ
l
シ
ョ
ン

タ
ン
ク
で
、
こ
の
中
で
は
桜
餅
矧
脳

，f、，、〈，，、.，、，九，、
J

、，tb
，、，也、，、，
E

、r
，，、，
zp
、，，、，也、
f
a
，、，、，、，‘、，、，、，，、，.、

が
、i
吹
き
込
ま
れ
た
空
気
中
の
酸
素

ω阿
川
叫
以
川
ヲ
掛
磁
U

同
縦
断

， 
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-
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テリアなど{締気性微生物}を宮んだ
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全匡ミ k道促進デー|「下水道いろいろコンクール」

制
W
(
有
機
物
)
を
分
解
し
て
い
ま
す
。

(
活
性
汚
泥
と
は
バ
ク
テ
リ
ア
や
原

生
動
物
の
よ
う
な
微
生
物
の
集
ま
り

の
こ
と
で
す
。)
す
な
わ
ち
、
微
生
物

が
汚
れ
を
食
べ
て
水
を
き
れ
い
に
し

て
い
る
の
で
す
。

公|正
共|し
の|く
財イ史
産|お

/1う

下
水
道
が
、
そ
の
機
能
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
呆
た
す
た
め
に
は
正
し
く
使

わ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
下
水

道
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
何
で
も

流
し
て
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

今年も 、下水道促進デーに併せて、下記の募集要項

のとおり作品を募集します。詳しくは、下水道謀(内

i味1533)まて〉

「下水道いろいろコンクール」募集要項 (日本下水道協会)

の
で
す
。
下
水
道
は
大
切
な
公
共
の

財
産
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し

て
使
用
し
な
い
と
、
故
障
の
原
因
と

な
り
、
設
備
の
寿
命
を
縮
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
次
の
点
に
注
h

立
し
ま

ー
し
ト
?
っ
。

-
台
所
か
ら
ゴ
ミ
や
野
菜
く
ず

・
天

ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
油
、
ま
た
水
洗
ト

イ
レ
に
溶
け
に
く
い
紙
や
生
理
用
品

を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

-
デ
ィ
ス
ポ
|
ザ
|

(
生
ゴ
ミ
粉
砕

器
)
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

E

洗
擢
に
は
無
リ
ン
洗
剤
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。
(
リ
ン
は
処
理
場
で
完
全

に
取
り
除
く
、
}
と
が
で
き
ま
せ
ん
。)

~ 資格 実見 裕

B4-A2判以内。rg月10日全国下

ポスター 小・ 中学生
水道促進デーJの女字を入れる(た

だし、小学校 1-3年は入れなくと

もよい)。

小学生600-1，600字以内。中学生は

作 女 小・ 中学生
1，600-2，000字以内。400字詰め原稿

用紙(たて書き)を使用し、タイト

ルを記入。

標 語 制限な し 官製はがき l枚に作品 1点。

キ ャビネから四つ切~J まで。 白黒 、

写 真 制限な し
カラーいずれもよく、 未発表のもの。

応募点数に制限はないが、単写真 ・

組写真(3枚以内)の区別を記入。

それぞれ住所、氏名、職業十l、.中学生は、 学校

応募要領
名、学年)、年齢、電話番号を記入し、 11月20日附

までに下水道課へ提出 してください。学校などで

応募する場合は、学校単位でま とめてください。

-終末処理舗のしくみ

-
建
物
を
取
り
壊
し
す
る
際
に
は
、

取
付
管
に
キ
ャ

ッ
プ
を
し
、
土
砂
が

入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

a‘，』'

闘

ム

n
所
の
排
水
桝
は
食
物
脂
や
野
菜

く
ず
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
、
ニ
ー

三
か
月
に
一
度
は
「
し
ゃ
く
し
」
な

ど
で
清
帰
し
て
く
だ
さ
い
。

を|浄
一|化
般|セ
開|ン
放|タ

産
業
が
発
達
し
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
下
水

道
の
役
割
も
増
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
も
公
共
下
水
道
事
業
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
促
進
デ

l
に
あ
わ
せ
、
九

月
七
日

ωか
ら
十
三
日
悩
ま
で
市
下

水
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
一
般
開
肱
し
ま

す
。
見
学
を
ご
希
望
の
万
は
電
話
で

予
約
の
つ
え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
ま

た
、
市
役
所
二
附
下
水
道
謀
に
お
い

て
、
「
下
水
道
な
ん
で
も
相
談
所
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
(問
い
合
わ
せ
先

・・
下
水
道
説
⑫
4
1
0
0
内
紛

1
5

3
3
・
1
5
3
4
、
下
水
浄
化
セ
ン

タ
ー
⑫
6
3
2
7
)

「自国司宝郡吉?

~ 

ヰエ

L生活排水 耳障庭では台筋
や風呂、洗;置や水洗便所

など自常生活て，*号使い

ます.俊ゥたあとの汚水

は直嬢汚水管に入ります.

ー-
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
た

小
学
生
針
作
文
か
ら

ぽ
く
た
ち
は
、
下
水

し
よ
り
じ
よ
う
の

、
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

海
で
遊
べ
た
り
、
魚
が

食
べ
ら
れ
た
り
し
て
、

そ
ん
な
に
お
せ
わ
に
な

っ
て
い
る
な
ん
て
見
竿

に
行
く
ま
で
は
、
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

ぼ
く
が
、
一
番
び
っ

く
り
し
た
の
は
、
エ
ア

レ
|
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
で

す
。
ふ
か
さ
が
六
メ
ー

ト
ル
も
あ
っ
て
、
ま
え

ま
で
の
ほ
う
が
き
れ
い

だ
っ
た
の
が
、
い
き
な

り
ち
ゃ
色
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
し
つ
も

ん
し
て
み
た
ら
「
こ
の

色
が
び
せ
い
ぷ
つ
の
色

な
ん
だ
よ
」
と
:
:
:
。

7 広報うえ定3.9 (5) 



8月7日と9[1の2日間、 1市liのtι千U地色';泣をを制叫u.て見るE
いう r夏{休木み純 j

8円7臼カが(r身j近Eな，生主i前丹コ一スJ と足題jして、 q中:央i消}'訂'i引刊ilド:Jj

?宵r号.、ク1)ーンセンターなどを、l.iJ9 Hが、博物館ベ'lJI
ωωj立跡、などを ，，))れたr，文化と慌!とコ ースJ [Ihj Flで23

品Ilの親子が 、 j，~" f: 光で熱心に訴をIm~、ていました の

格九と、ト弓η?
2台分f

~緑ガEモデル自治会で
資源ごみの分別回収~

ご
み
分
別
川
似
の
モ
デ
ル
山
口
治
会
の
一
ウ

、日制
が

，K
モ
デ
ル
円
治
会
て
、
八
円
卜
九
川
、
資
雌
ご
み

の

分
別
制
収
か
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
n

じ
川

l
八
日
、
四

野
竹
モ
デ
ル
ハ
治
会
て
の
刷
収
に
続
く
む
の
て
す

緑
が
丘
で
は
、

P
T
A
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

前
日
か
ら
地
区
の
チ
ど

L
た
ち
と
、
結
が
，
K
会
館
の

前
に
資
源
ご
み
を
出
め
ま
し
た
な
か
に
は
新
聞
の

中
に
あ
る
広
件
J
U
、
て
い
ね
い
に
分
別

す
る
人
も

こ
の
日
に
副
収
し
た
資
源
ご
み
は
、

維
誌
、
訴
聞
を
巾
・心
に
=
二
二

O
ヨJ
今

後
、
市
.
大
神
町
が
八
日
ニ
ト
八
日
に

一

川
川
の
分
別
川
以
を
す
る
予
定
て
す
。

[6J 7 
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‘
 

亀-m ‘
 

一

マ
と

き

九

月

ト
八
日
一
切
ド
紘
一

巴
時

マ
と
こ
ろ

県
松
本
合
同
庁
'
品
川
H

E

(

講
堂
}

マ
対
象

事
業
所
の
管

E

単
品
円
、
労
務
管
理
判
当
者
、
行
政
相
一

恥

山
町

l
者
お
よ
び

一
舵
労
働
お

(
男
性
}

品
マ
申
し
込
み

県
げ
労
政
制
作

{
宮
0

恥

2
6
2⑮
7
1
2
0
て
九
労
政
事
務

一
所
一

技
術
戸
ド
パ
イ
ザ
|

晶

ご
利
用
く
だ
さ
い
/

品
保
商
工
部
て
は
、
中
小
余
栄
の
新

町
山
富
山
、
新
技
術
開
発
の
促
進
な
ど
を

品
目
的
に
、
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

で
乞
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

も
マ
問
い
合
わ
せ

k
小
地ト

w
・尚
.1
深

(
宮
⑫
1
2
6
0
)

働
く
女
性
の
た
め
の

男
の
フ
ォ

ー
ラ
ム



素朴な質問、
飛び~う

⑬ 

木

町

の
巻

中
村
座
で
興
業
に
ぎ
わ
う

仙
.h氏
が
滞
セ
の
こ
ろ
、
木
町
に
は
中
級
藩

士
の
武
家
家
吸
が
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
松
平

氏
の
時
代
に
な
リ
ま
す
と
徒
上
や
足
軽
が
多
〈

住
む
町
に
変
わ
勺
て
い
き
ま
し
た
-
蛭
沢
川
を

渡
る
木
町
惜
の
所
に
は
「
本
町

U
L
と
い
う
・
不

一
戸
も
あ
り
ま
し
た

町
れ
は

k
田
築
峨
の
・
}
ろ
か
ら
材
木
の
間
埼

だ
勺
た
こ
と
に
山
米
す
る
と
む
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
は
ご
さ
り
し
た
ニ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
じ

ち
な
み
に
松
代
峨
ド

{以
野
山
}
の
木
町

L
村

本
山
川
切
だ
勺
た
と
い
似
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
あ

っ
た
中
村
崎
は
明
治
の
中
ご
ろ
に

開
業
し
て
お
り
ま
す
が
、
芝
川
刷
、
浪
花
節
、
議

談
、
川
附
山
川
な
ど
の
興
業
て
に
ぎ
わ
い
、
明
治
三

ト
問
年
の
正
川
に
は
何
回
二
千
人
ほ
ど
の
容
が

集
ま

っ
た
と
い
い
ま
す
。

老若男女が納涼を求めて

'・
8月15目、科野大宮宇土て'の納涼盆踊り大会。

おおぜいの人が、浴衣姿で鼠りを楽しんだ。

ン マ カ:R 手 Tf
タ問必のマ{ぷ少米 ー、

|い攻:午合R内h い年年 コ 就
る合 -，jij をの皮

| 業力
わ②職 九 し皆就;せ 時営まさ職 ナ イ
業、 すん予 Jダ

6 民に午後 抑. 、定

る野間す 心 臓の
? ン

Jlft ~t - J~I\ 業学
利、ー ハ一，

iniる H与検 選生 用。fJEキ11 ff.び をi並 11炎予( の勤
2セ約千お労

大
正
七
年
、
こ
の
・中
村
山
ぽ
で
松
作
例
府
，

f
り

か
『
復
活
』
を
し
と
崩
し
ま
し
た
ト
ル
ス
ト
イ

原
作
の
こ
の
劇
は
「
カ
チ

A

|
シ
ャ
の
歌
」
と

と
も
に
金
問
的
に
人
討
を
博
し
ま
し
た
が
、
小

学
校
時
代
に
上
聞
で
過
ご
し
た
柄
引
隣
チ
は
、
懐

か
し
い
七
回
の
中
村
座
で
熱
崩
し
た
の
で
し
た

昭
和
丘
年
、
紺
屋
町

l
本
町
線
の
道
路
が
開

通
し
、
ぷ
松
町
と
い
・
ヲ
姐
リ
が
で
き
ま
し
た

こ
の
町
れ
は
、
必
保
二
年
二
八
三
一
)
上
田

部
上
戸
川
州
民
術
)
(
トド
ロ
ペ
人
扶
持
}
の
次
男

と
し
て
本
町
に
供
ま
れ
た
、
後
の
ぶ
松
小
J

一郎

に
ち
な
む
も
の
で
し
た

小・
ぺ
郎
は
安
政
-
U
午
に
ぶ
松
山
永
の
長

f
と
な

り
ま
し
た
か
、
州
午
、
数
午
、
訓
川
、
界
、
午
、

医
学
、
航
海
耐
な
ど
外
川
の
祈
知
ぷ
を
身
に
つ

け
、
勝
山
町
舟
の
川
ド
生
と
し
て
拡
末
期
に
活
蹴

し
ま
し
た

山
応
二
年
、
京
附
で
兵
学
唱
を
聞
き
後
に
降

摩
藩
仁
川
刊
か
れ
て
央
制
式
兵
術
を
教
授
し
ま
し

た
が
、
こ
の
時
の
門
人
に
い
以
郷
予
八
郎
、
り
の
禿

止
が
お
り
ま
し
た
上
回
八
ム
聞
の
「
附
従
五
似

亦
松
小
三
郎
君
之
碑
」
が
東
郷
元
帥
揮
去
に
よ

る
の
は
、
そ
の
こ
と
に
ち
な
む
も
の
で
す

小
三
郎
は
「
議
政
局
を
立
て
上
下
両
局
に
分

ち
L

と
、
議
会
政
治
を
提
唱
す
る
な
ど
、
画
期

的
な
政
治
改
午
に
熱
怖
を
注
ぎ
ま
し
た
が
、
慶

応
三
年
、
京
都
で
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
@

図

{ア] 7 
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軍l
人~守

固月園日は思岱
明救急の目、、

~毅急に理解と認識を深めよう~

昨年、 l二田市の救急I I'，~晶件数は 2 ， 446

回、 1LI平均7園、 dil(50人に 1人i){救

急車を利川したことになります。

今年む救急車の出場が増加し、特に，包

病による出場が増えています。ふだんの

健康竹:思には、じゅうぶん気を付けまし

ょす。

画救急車を利用するときは・..

急病やけがなどてす'tiしんでいる人を、

一五IJb '，1. <病院へ搬送するために.i!~:~Al

は利用されています。安易な利用は避け

ましょう 。

軍応急手当てを覚えよう/

万ーの'j\故や災当、 :~IA，可などに liiilえて、

救急法の品習会に参加lして、正しい応急

手当ての知識を身につけましょう

圃較急病院を確認しておこう

日ごろから「自分の他版は自分て¥家

族の負~械は家庭で守る J という心tJトけが

大切。主治医を決めておき、休日は当番

医の確認をしておきましょう。

・問い合わせ 消|山本計IS(H⑫0119 ) 

耐火のため、お年寄りにも
気を使ってf
9月15日は刈政省の目、。ふだ

んから、近所てポdを配ってあげ

ましょう 。

引
き
止
め
な
い
で
、
「
坑
い
か

ら
、
日
傘
を
持
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
、
い
っ
し
ょ
に
慢
し

て
い
る
う
ち
に
外
へ
山
る
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

い
っ
し
ょ
に
散
歩
を
す
る
と
、

早
期
に
専
門
医
の

診
察
を

し
ゅ
う
と
め

l
姑
が
ぼ
け
た
の
か
、
ど

{

こ
か
に
出
か
け
て
し
ま
っ

た
り
「盆
べ
さ
せ
て
く
れ
な
い」

ぼ
け
老
人

'̂ 
の
対
応

コ
ー
ス
や
パ
タ
ー
ン
が
つ
か
め

ま
す
。
近
所
に
も
状
態
を
話
し

て
お
い
て
、
見
か
け
た
ら
戸
を

か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
ど
，
』
に

い
る
か
を
知
ら
せ
て
も
ら
い
ま

・1レ
L
Z事、守，
。

倒
財
布
ガ
な
く
な
っ
た

・
盗

な
ど
と
言

っ
て
困
り
ま
す
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

外義A
へ 合 に
11'， " 、(1) 
よ 制限ひと
ヴ個tだり
と)すっ
す らか
る 歩れ
さ い だ
え て よ
へ いう

ま
れ
定
な
ど
の
場
合
〈
菱
想

・

虚
言
〉
と
に
か
く
笑
っ
て
向
き
流
す

こ
と
で
す
。
悶
り
の
人
に
も
誤

解
め
な
い
よ
う
に
訴
し
て
お
き

歩
4
?
し
ょ
・
っ
。

そ
の
他
、
便
こ
ね
(
不
潔
行

為
)
を
す
る
場
合
、
お
む
つ
を

と
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

L
た
し
た

り
、
朝
食
後
、
必
ず
ト
イ
レ
に

行
く
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
ど
う
し
て
も
だ
め
な
場
合
、

つ
な
ぎ
服
の
利
用
も
一
法
で
す

雷
襲
に
も
注
意
し
て

「
だ
め
よ
」
「
な
ん
で
こ
ん
な

こ
と
で
き
な
い
の
」
「
央
い
わ
ね

エ」

「
ご
は
ん
食
べ
た
ば

っ
か
り

で
し
ょ
」
な
ど
、
決
め
つ
け
ゃ

あ
て
つ
け
、
辱
め
や
突
き
肱
す

よ
う
な

3
集
は
、
ぼ
け
を
進
ま

せ
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う

ま
た
、
通
所
施
設
、
短
期
保

護
地
設
を
気
軽
に
利
用
し
て
、

気
持
ち
良
い
介
品
生
活
を
送
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
素
人
判

断
で
対
応
せ
ず
、
様
子
が
お
か

し
い
と
気
づ
い
た
ら
、
早
い
う

ち
に
山中
門
院
の
診
裂
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課

(
内
線
1
3
7
6
)

学
生
の
あ
な
た
、
学
校
を
山
れ
ば
友
と
男
は

異
な
る
職
場
条
件
に
置
か
れ
て
も
、
白
金
の
男

女
格
差
が
あ
っ
て
も
、
男
が
生
来
的
に
優
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
当
然
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
す

4
H
 朝
、
夫
と
刷
時
刻
に
仕
事
に
向
か
い
、
共
働

き
を
し
て
収
入
を
得
な
が
ら
、
子
育
て
真
っ
最

中
の
若
い
お
母
さ
ん
、
家
事
の
半
分
を
夫
に
渡

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
と

「
共
働
き
家
庭

で
は
、
家
事
は
平
等
分
担
に
す
べ
き
だ
」
と
、

男
女
と
も
高
い
率
で
答
え
て
い
る
の
に
、
実
際

は
い
か
が
で
し
ょ
う
家
事
を
す
る
こ
と
を
男

ら
し
き
の
喪
失
で
あ
る
与
つ
に
比
る
社
会
の
目

が
あ
り
ま
す
ね
。
去
の
就
業
が
補
助
的
収
入
の

場
合
、
夫
が
や
は
り
稼
ぎ
手
で
あ
り

「
主
人
」

で
あ
っ
て
、
男
女
の
労
働
は
む
し
ろ
女
性
の
役

割
拡
大
に
な

っ
た
と
も
い
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

女
は
そ
れ
で
よ
い

、
そ
れ
が
女
ら
し
き
だ
と
あ

な
た
は
満
足
し
て
い
ま
す
か
。
男
性
が
、
家
事

よ
り
も
抵
抗
が
少
な
く
取
り
か
か
れ
る
の
は
、

打
児
へ
の
参
加
の
よ
う

で
す
。
あ
な
た
も
、
そ

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
男

女
の
役
割
分
担
を
変
え

て
み
る
っ
し
り
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

-
問
い
合
わ
せ

厚
生

課

(内
線
1
6
0
8
)

【8)

上
田
市
女
性
行
動
計
画

推
進
元
年
目
で
す
/

7 広報うえだ3.9.



契
約
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
て

レ
ン
タ
ル
も
り

i
ス
も
、
商

品
を
購
入
せ
ず
に
代
金
を
支
払

っ
て
使
用
す
る
点
は
同
じ
で
す

が
、
契
約
形
態
が
異
な
り
、
利

用
上
の
注
意
も
違
い
ま
す
。

短
期
契
約
の
レ
ン
タ
ル

レ
ン
タ
ル
は
、
衣
装
、
ベ
ビ

i
用
品
、
山
助
山
下
、
立
川
崎
斤
・
映

像
機
加
な
ど
、
貸
し
主
か
そ
ろ

市民会館 町

会

よ回岳嵐会
料 1
223263 

自費入渇方法開演{嶺

岳嵐会長野県;$;怒

M33固吟道大会

し日

s 
t自l

9 :001無

え
て
い
る
一
般
的
な
品
物
を
、

比
較
的
短
期
間
借
り
る
も
の
で

す。

巾
途
解
約
も
で
き
、
保
守

管
理
や
修
理
は
貸
し
主
が
負
担

ン
タ
ル
と
リ

レ/ー
ス
と
の
相
違

し
ま
す
。
必
要
な
と
き
だ
け
利

用
し
、
点
検

・
修
理
の
手
聞
が

省
け
る
の
が
便
利
で
す
利
用

す
る
際
は
、
保
附
金
、
運
送
悦
、

解
約
胤
山
口
一
危
な
ど
を
確
か
め
ま
し

ト。‘「，

市消防団

喧60119

鎌倉・上回消防団

音楽隊交流演奏会

九1
18) 

料無14: 00 

nv
‘，
t
 

oは
ω

:
1・
H
O
 

Q
d
p
r
H
 

21 

出

第16回よ回市農協祭

( -22日1日1)
事正

13: 00 
|無

18: 00 

金剛山敬劇団

上国公演

t九
出

!文化会館 fi 220760】

8 
1日}

費量楽会長踊・

舞踊発表会

吉江念男・深沢亮子

シューベルトチクルス

九
住}

ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
リ
ー
ス

リ
ー
ス
契
約
は
、
利
用
者
が

屯
話
機
、
複
写
機
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
な
ど
の
特
定
機
磁
を
必
要

と
す
る
と
き
、
そ
の
商
品
を
版

先
印
刷
か
ら
リ
ー
ス
会
社
か
購
入

し
て
、
利
用
指
に
三
年

1
七
年

の
長
期
で
貸
す
も
の
で
す
。
も

と
も
と
事
業
者
に
と
っ
て
、
税

制
上
の
能
遇
措
置
が
あ
る
た
め

に
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

消
位
者
リ

l
ス
て
も
、
事
業
者

の
場
ム
け
と
同
憾
で
、
①
リ
ー
ス

則
川
小
は
解
約
で
き
な
い
②
解

約
で
き
る
場
合
も
、
叫
り
の
り

|
ス
料
令
制
を
支
弘
う
義
務
あ

り
③
契
約
期
間
終
了
後
も
、
利

151よ回市少年少女合唱団

(日1I 第3固定期演奏会

281 ~七舗の会

出 1(日本舞踊リサイタル)

問
者
に
所
有
位
は
移
転
し
な
い

@
尚
品
に
欠
陥
が
あ

っ
て
も
、

リ
ー
ス
会
社
は
責
任
を
負
わ
な

い
な
ど
、
不
利
な
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す

ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、
レ
ン

タ
ル
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
契
約
と
、

リ
ー
ス
契
約
と
の
内
容
が
紛
ら

わ
し
い
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
て

い
ま
す

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
現
境
諜

{内
線

1
3
9
0
)

291チャリテイ

{日)1 のど自慢大会

クラシック
コンサート
ヴァイオリンのタベ

川

l
ω

19: 00 

(上回創造館 gmり-
上小池島攻

防災フヱスティパル

不
周
回
に
な
っ
疋
も
の
、
ほ

し
い
も
の
ガ
あ
り
ま
し
だ
ら

生
活
環
境
課
〈
内
線
1
3
9

0
〉
へ
ご
連
絡
を
。

。
ゆ
ず
り
ま
す

マ
ベ

ッ
ド
ト

l
イ

マ

ベ

ビ

l
体
重

計

千

円

マ

ベ

ビ

ー

カ

ー

燃

料

マ

業

務

用

ド

ラ

イ

ヤ

ー

無

料

マ

オ

ー
ブ
ン
ト
ー
ス

タ

ー

話

し

合

い

マ

洗

湘

機

無

料

マ

布

団

乾

燥

機

無

料

マ

屯

下

レ

ン

ジ

無

料

マ
扇
風
機
無
料
マ
バ
イ
ク
(
五
十
は
)

無

料

マ

学

習

机

無

料

マ

古

だ

ん

す

(

整

理
だ
ん
す
)
話
し
合
い
マ
ホ
ー
ム
サ
ウ
ナ

一
万
円

マ
豆

炭

こ

た

つ

話

し

合

い

マ

マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
ド
レ
ス
無
料
マ
学
科
行
科
事

典

無

料

マ

ガ

レ

ー

ジ

(組
み
立
て
式
}

無
料
マ
キ
ー
ボ
ー
ド

E
F円

下
問

ロ
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

マ
対
面
式
ぶ
ら
ん
こ
マ
歩
行
器
マ
メ
リ

ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
マ
ベ
ビ
|
パ

ス

マ

子

ど

も

服

マ

カ

l
シ
ー
ト
マ
ウ
イ
ン
ド
ー
フ
ァ
ン

マ
エ
ア
コ
ン

マ
.
屯
れ
ミ
シ
ン
マ
テ
レ
ビ

マ
円
い
松
市

{大
人

-
f
ど
も
)

マ

郎
市
ガ
ス

ふ
ろ

一
式

マ
洋
服
だ
ん
す
マ
ベ
ビ
ー
だ
ん

す

マ

ド

駄

和

マ

野

球

川

ス

パ

イ

ク

マ

コ

マ
卓
球
内
マ
機
織
リ
ム
日

7 広報うえだ3.9.

ー
ヒ

l
メ
ー
カ
ー

マ
ド
ラ
ム
セ

ヴ
ト

• 

[9) 



「みんなのページ」は、市民の皆さんlこ参加

していだだくページです。次を参考に、市役所

樹書課(干386大手守-11-16、内線1112)ぎ

でどんどんご応募ください。

マイタウン提言(詳細は次ページ〉、上回再発

見 ・ここが好き〈あな疋の好きな風景や場所〉、

フォトなつかしの上回〈昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真〉、わだしの夢 (21

世紀の上田市を描い芝夢のある小 ・中学生の作

文〉、なかま(サークル、グループの紹介〉

。わ

大
蔵
京
市
蔚
(秋
和
)

m-F 

刊
一
面
同
-

V且
一
一

一

M戸
|

|
」

¥
:
・
今
月
の
テ

l
マ
;
:
e
・o
・-'

…「
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い

見
学
会
」
に
参
加
し
て

八
月
七
日
制
、
同
九
日
闘
の
二
日

一

…
閥
、
広
聴
活
動
の
一
時
と
し
て
、
「身

一

一
近
な
生
活
コ

l
ス」、

「
文
化
と
歴
史
…

一
コ

ー
ス
」
と
い
う
二
種
頬
の
地
設
め
…

…
ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
参
加
者

一

…
か
ら
の
感
想
や
要
望
を
紹
介
し
ま
す
。

…

マイ
タウン

成沢俊江主

(44歳・同)

成沢大樹午

(;清史小3~手)

市
政
に
触
れ
る
場
を
多
く

日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
市
の

施
設
を
、
八
月
七
日
、
九
日
と
、
二
日

間
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に

自
分
の
回
を
通
し
て
、
物
に
触
れ
、
確
か

め
、
そ
し
て
、
説
明
を
聞
い
て
び
っ
く

り
し
た
り
、
感
心
し
た
り
:・
。
行
く
先

々
で
、
子
ど
も
た
ち
の

「
な
ぜ
?
」
「
ど

う
し
て
?
」
と
い
う
純
粋
な
町
聞
が
飛

び
交
い
、
わ
た
し
の
子
ど
も
も
、
想
像

あ話

滝沢泰男三

(86貴重・秋和)

東
信
最
古
の
古
墳
の
一
つ

こ
の
占
肢
は
、
虚
空
説
山
の
ふ
も

と
、
上
回
パ
イ
ハ
ス
の
す
ぐ
上
に
あ

り
ま
す
。
一

辺
が
約
三
十
メ
ー
ト
ル

の
凶
辺
形
で
、
顕
上
が
一
辺
約
六
メ

ー
ト
ル
の
万
形
の
平
面
に
な
っ
て
お

リ
、
一
般
に
「
方
墳
」
と
呼
ば
れ
る

形
の
も
の
。
東
信
地
方
で
は
、
最
も

古
い
古
墳
の
一
つ
で
す
。

以
上
に
興
味
を
・
不
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、

「地
設
め
ぐ
り
の
よ
う

な
も
の
に
阪
ら
ず
、
市
民
が
市
政
に
ふ

れ
る
こ
と
の
で
き
る
、
つ
な
が
リ
の
場

を
多
く
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

::::1 

b dl時五
新井暁子1
(49歳・新屋)

新井理午

("g9小6年)

学
校
な
ど
に
も

P
Rを

自
分
は
県
外
の
出
身
な
の
で
、
上
田

地
方
の
こ
と
を
、
子
ど
も
に
あ
ま
り
話

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
、
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

古
附
引
の
東
隣
に
は
、

「
お
八
輔
さ
ん
」

--Eztv-き
刊
・
一
，

と
呼
ば
れ
て
い
る
盟
秋
一
高
原
野
神
社

が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
天
明
八

年
二
七
八
七
年
)
に
普
か
れ
た
こ

の
神
社
の
地
図
に
も
、
古
坑
が
は

っ

き
り
と
載

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
で

す
か
ら
、
大
政
京
古
杭
は
、
お
八
幡

さ
ん
の
境
内
に
あ
る
わ
け
で
す
。
ま

た
、
古
噴
の
北
側
仁
、
平
ら
な
-U
い

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
五

十
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、
お
八
幡
さ

ん
の
お
祭
り
の
日
に
、
相
棋
大
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
は
現
在
よ
り
も
雑
木
が
生
い
茂

っ
て
い
て
、
古
墳
の
形
す
ら
見
え
な

い
状
態
で
し
た
ね
。

7 広報うえだ3.9.

V
つ
ま
T
も
美
し

ν

上
回

T
V
T

永
井
美
保
ち
ゃ
ん

(
東
小
六
年
)



モき>

戸
も
っ
と
参
加
者
が
た
く
さ
ん
い
れ
ば
よ

か
っ
た
で
す
ね
。

子
ど
も
は
、
特
に
岳

の
品
追
跡
で
の
発
掛
が
楽
し
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
充
実
し
て
い
た
だ
け
に
、

半
日
ぐ
ら
い
時
間
を
か
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
・:
。
良
い

企
画
な
の
で
、
学
校
や

P
T
A
な
ど
に
も
ぜ
ひ

P
R
し
て
く
だ

，‘i

、。

i
L
 

子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
歴
史
や
文
化

に
触
れ
る
よ
い
機
会
に
な
り
、
有
立
義

な
夏
休
み
の
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

-
次
回
(
十
月
一
日
号
)
は

景
観
に
つ
い
て
」
で
す
。

古
い
町
並
み
の
保
存
、
悶
凶
と
の
色
や
形

の
調
和
な
ど
、
保
存
や
調
和
は
、
景
観
を
考

え
る
う
え
で
の
重
要
な
要
素
で
す
。
ま
た
、

川
、
紙
、
八
ム
凶
、
梢
栽
な
ど
に
も
対
蹴
が
あ

り
ま
す
。
現
夜
、
上
岡
市
部
山
景
観
協
議
会

「
上
回
の
都
市

昭和36年の中央交差点

(大手町側から)

ご
す
ニ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
で

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
も
の

ま
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
，
郊
の
鼻

追
跡
で
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
、
土
器

の
発
掘
を
実
損
し
た
り
、
子
ど
も
も
と

て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
企
画
に
は
、
も
っ
と
多

く
の
市
民
が
参
加
で
さ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
で
き
れ
ば
、
低
学

年

・
高
学
年
と
、
そ
れ
ぞ
れ
コ

l
ス
を

分
け
る
の
も
い
い
の
で
は
:・
。

西沢睦子三

(45歳・御所)

西沢貴光弘

(滅下小3年)

学
年
で
コ
ー
ス
を
分
け
て
は

八
月
九
日
の
「
文
化
と
.
陸
史
コ
ー
ス
」

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
忠
ま

れ
、
親
子
と
も
ど
も
楽
し
い
一
臼
を
過

な
ど
を
中
心
に
、
京
観
行
政
を
推
進
中
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
方
法
〕

投
稿
、
電
話
で
、
九
月
十
三

日
悩
ま
で
に
秘
書
課
(
内
線

1
1
1
2
)

へ

お
願
い
し
ま
す
。
投
稿
の
場
合
は
住
所
、
氏

名
、
泣
話
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。
抹
用

者
に
は
「
特
製
タ
オ
ル
」
を
進
呈
し
ま
す
。

大
火
災
後
、
ピ
ル
に

堀

敏

子

J

(
印
歳
・海
野
町
)

当
時
、
現
在
の
中
央
交
差
点
か
ら
原
町
に
向

か
う
辿
リ
は
、

「
十
軒
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

こ
の
年
の
一
月
二
日
に
、
写
兵
に
山山
て
い

る
建
て
物
の
大
部
分
が
火
事
に
な
り
、
内
部
は

ほ
と
ん
ど
全
・
焼
で
し
た
。
そ
の
出
後
、
時
代
の

流
れ
も
あ
勺
て
、
道
路
も
拡
一
服
さ
れ
、
焼
け
た

場
所
は
ピ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
と
て

も
目
を
引
い
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ま
だ
交
通

回
国
が
少
な
く
て
、
信
号
は
手
信
号
で
し
た
。

手
芸

部

わ
た
し
た
ち
の
上
田
市
は
、
ま

だ
自
然
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
で

も
産
業
発
展
の
た
め
、
自
然
が
壊

れ
て
い
る
。
「
人
間
に
と
っ
て
、
自

然
は
貴
重
な
資
源
の
主
庫
」
と
い

う
こ
と
を
勉
強
し
た
。

「
自
分
一

人
ぐ
ら
い

:
じ
と
い
う
考
え
は
や

め
て
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い
上
田

市
を
守
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

自
然
を
壊
す
の
も
守
る
の
も
、
人

間
だ
け
が
で
き
る
の
だ
か
ら
。

ハ
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

メンバーの一人は諮ります。作品

は、向センターの「高齢者文化祭J

で展示したけも。

ほとんどが活動日には送迎ノ〈ス

に京-って来ます。「お弁当を持って、

仲間としゃべるのが楽しみなんで

す」と話すメンパーもいました。

毎週月曜日と水眼目に、高齢者

九i祉センターで編み物をやってい
ます。指導者は鎌形はつえさん。

60歳から、最年長で86歳までの合

計54人が、セーターやカーディガ

ンなどを作成。「みんな思い思いに

作りたいものを作っています」と

7 広報うえ定3.9.
-
1
・a
A
q
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-

絹
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お知らせア・弓・ヵ.，ι・ト

-上回広域だより・

「上回・小県このすばらしいふるさとめぐり

-3‘3ウとめ昧発見-Jの参加者を募集

11 コ ス(変更になる場合もあります)

JIi~'lllI r役場 8 : 30→ Îfj~鮫支所(t混成改千年センター) il:50→呉川
10 
町役場 9:10→佐助食堂(J'.(.闘 P1r. そばやき)→ SB食品(附 l二1l1J~

J~ 
場(カレ-..[1剃→!総光院|(山菜料坦E・主主食)→Ijijlllう(おはさす→

9 

日
長門Pljふるさとセンター(ワイン、長門牧場アイス)→信州人参役

附
協(JL子Illf• ~応用にんじん)→信州銘餓鮒(九イ・IRT • J魯i同)→京都IflT

役場→22殿支所

J::1I1創造館 9・00→丸子PIf1交場 9:20→ともしぴ御物館(武石村)
10 
→よだれま南部l長協武石炭i唆物加工センター(武石村・i却す物)→
n 
竹内I51目安(羽II=!-I村・野沢楽街け}→|長門IlIfふるさとセンター |(ワイ

II 

日
ン、長門牧場アイス、坐食)→信州人参tE協uレ子IflT、薬問にんじん)

働
→雷屯おやさ(東部IPIf)→ {言州銘燃側(丸寸PIJ・I也洞)→jLflllf役場

吋上回{!11:illfi'n

上111m役所 8:30→京都町役場 8:45→ h子plJ役幼 9:00→よだ
10 
〈ぽ南部段t!J，武石t生産物加工センター(武石村・泣け物)→長門町

月
ふるさとセンター(ワイン・長1'"牧場アイス)→前111守(おはぎ)→

15 
|リフレッシュパークあおき|(青木村・丑食)→大法寺 ・美術館(背

r=1 

o。木村)→SB食品脚上回工場(カレー工場)→佐助食'草;U'WlluT .そ
ばやき)→京都町役場→上トB市役所

上田地域広域行政事務組合では、地域

の 「食女化」の振興や「ふるさとの味」

を理解していただくため、「ふるさとの味

発見パスツアー」を計画しました。

これは、上小地域のふるさと市町村圏

振興整備事業の一環として行うもので、

次のとおり参加者を募集します。

甲骨参加費 |人2，000円(昼食代含仁)

女申し込み 各コースとも下記により往

復はがきで申し込んでください。9月20

日{到の消印まで有効。

*定員各コースとも40人(上小地域)。

応募者多数の場合は抽選。

[12] 7 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
善
意
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
山
鯨
秋
広
様

(上
紺
屋
町
)
屯
試

マ
ッ
サ
ー
ジ
機

一
台
、
ロ

ッ
キ
ン
グ

チ
ェ
ア
i
一
台
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

へ

マ
別
所
温
泉
連
合
自
治
会
様
七
十

七
万
四
千
円
消
防
設
備
整
備
資
金

と
し
て

マ
上
固
さ
っ
き
会
様

一
万
三
千
八

百
四
十
三
円

社
会
福
祉
基
金
積
立

金
と
し
て

マ
中
部
電
力
側
上
国
営
業
所
様

さ

っ
き
百
本
、
ボ

ッ
ク
ス
ウ

ッ
ド
五
十

本

南

小

・
城
下
小
・
西
塩
田
小
へ

マ
塚
原
吉
政
様

(
伊
勢
山
)

し

な

の
木
一
本
上
野
が
丘
公
民
館
へ

マ
宮
下
歌
謡
教
室
機

二
万
五
千
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
内
堀
み
つ
よ
様

(
南
天
神
町
)

三
十
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
石
井
光
一
様
(
大
手
町
)
三
十
万
円

盲
導
犬
育
成
事
業
の
補
助
と
し
て

マ
小
井
土
昭
二
犠

(下
川
原
柳
町
)

図
書
百
二
十
三
冊
北
小
へ

マ
側
カ
ネ
コ
・
コ
ー
ポ
レ

i
シ
ョ
ン

犠

十
万
円
交
通
遺
児
の
た
め
に

マ
上
回
少
年
硬
式
野
球
連
盟
様

十

五
万
八
千
四
百
六
十
七
同
社
会
福

広報うえだ3.9 



雲
仙
岳
救
護
募
金

ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す

ヘ
6
月
白
日
か
ら
7
月
引
日
ま
J

f

で
市
で
受
け
付
け
た
団
体

」

お知らせア・弓・カ・，ι・ト

日1i尚堀粕持金上沌手IJ依山
中川:内山 よ1・jI二沢沢田悶下
忠(i悶jfJt~品けみ ;i;禿恒
梨太斑雌伝さち輝一雌 kjt
flrs ~、

ご
め
い
編
を

お
祈
り
し
ま
す

ハ
七
月
届
け
出
分
・敏
秘
略
〉

小
山

山

た

つ

新

間

部

渋

谷

ト

モ

仁

卜

n
m
m

凶

茂

f

ぷ

坂

乃

消

水

孝

子

中

組

前

-tn
村

義

武

男

仲

畑

山

∞

市

川

と

も

い

附

九

四
千
三
百
九
十

ート

fj 

咽
川

常
磐
町

ιァ
ド
」4

仕
'
レ
し

-wdunH44
 

諏
訪
形

五

加

大
久
保

大

尾

ド
ト
・
何
回

川
辺
町

林
之
郷

l
k
ミ
J

、

-I
''
J
A
1け
H
H
V

〆

議
・
よ
室
賀
老
人
会
様

十
円
業
域
下
小
学
校
(
コ
ス
モ
ス
児
童
会
)

様

一
万
八
千
八
十
円

難
富
士
火
災
上
田
支
社
棟

一
万
六

千
八
百
四
十
九
円

減
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
上
田
様

五
方
向

来
上
田
ガ
ス
共
演
会
様

六
万
円

議
西
部
商
工
振
興
会
様
六
万
円

業
八
宏
電
子
側
様
一
万
五
千
五
百

二
十
九
円

上
田
市
赤
十
字
奉
仕
団

が
被
災
者

A
M
万
円 一

万
七
百
三

上
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
(
中
沢
み

ち
子
委
員
長
、
団
員
数
五
行
七
十
七

人
)
は
、
市
内
二
十
一
分
間
す
べ
て

が
自
主
的
に
教
按
金
を
集
め
、
こ

の

ほ
ど
日
本
赤
十
千
社
長
野
県
支
部
へ

二
十
八
万
円
を
送
金
し
ま
し
た
。

o 69 76 83 75 89 78 74 57 60 81 

小

林

カ

ツ

新

屋

市

池

浦

博

問

医

町

引

羽
毛
問
苔
三

久

保

林

別

久

保

田

幾

森

川

円

上
胤
幸

男

木

町

引

柳

原

博

子

下

之

条

市

柳

川

実

上

川

原

柳

町

日

出

ふ

節

御

所

河

中
村
鉱

f

M
単一…

坪

訂

清

水

好

夫

鈴

子

刀

行

井

秀

雄

半

過

九

議
宝
池
月
影
寮
様

六
円
修
神
科
小
学
校
兜
童
会
様

一
T
九
百
八
ト
八
円

三
安
藤
病
院
様

五
万
六
千
百
円

務
上
田
郷
友
会
様

一
万

一
下
二
十

六
円
東
下
室
賀
み
つ
わ
会
様

一
万
二
下

二
行
五
十
円

進
母
袋
創
一
後
援
会
婦
人
部
有
志
様

十
万
円

第
上
田
商
工
信
用
組
合
職
員
共
済
会

様

十

万

円

訂
正
お
わ
び

マ
8
月
日
日
号
の
4
ペ
ー
ジ
、
「
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診
日
程
表
」
で
、
「
9
月
お
日
制
滝
沢
商
轟
駐

車
場
踏
入
」
を
「

9
月
初
日
附
滝
沢
商
事
駐

卓
場

(踏
入
公
会
堂
横
)
踏
入
」
に
ま
た
、
「血

庄
測
定
な
ど
は
踏
入
公
会
企
で
行
い
ま
す
」
を
追

加
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
同
日
程
表
の

「
9
月
お
日
刷
新
凶
.N
民
民
会
館
」

の
時
間
。「
午
後
2
時
日
分
i
2
時
却
分
」
を

「午

後
1
時
問
分

1
2時
叩
分
」
に
。

マ
「
広
報
」
と
は
別
に
配
布
し
た

「結
核
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
の
尖
脳
に
つ
い
て
L

(

汀
色
の
用
紙
)の

日
程
表
に
次
の
誤
り
が
あ
リ
ま
し
た
。

①
旧
市
内
・

城
下

・
海
尻
地
区

「
9
月
初
日

制
下
出
比
公
民
館
、
諏
訪
部
公
会
堂
、
新
聞

区
民
会
航
」
の
月
日
4

「
9
月
初
日
嗣
」
を

寸
9

月
お
日
制
」
に
。

②
川
辺
・
泉
田
・
海
図
・
川
西
地
区

「
9
月

6
日
附
原
組
事
務
所
」
の
時
問
。
「
午
前
日

時
加
分

l
m時
印
分
」
を
「
午
前
川
時
加
分

i

叩
時
印
分
」
に

手
塚
そ
う

北
沢
き
よ
い

飯
山
ミ
ツ
エ

小
林
せ
ん

金

千

幣

西
川
金
消

山

下

一

深
町
千
晴

大
沢
ヨ
シ
エ

柴
崎
や
す
の

山
林
ひ
さ
江

染下仁金大御小東北中下
古 常本

民主!IIEI3井島所牧平田村却III

浅

川

貞

利

下

組

柏

原

近

子

西

脇

尚

松

研

子

大

手

町

前
所
た
け
よ
川
辺
町

石

井

今

則

幸

半

過

栗

山

保

政

中

常

国

木

内

附

午

下

之

条

い
L
・も

f
t
n
r
¥

n

v

ι

1

4
4
肌
よ

h
r
z
/

判
官

『刊

訂
久
地
ハ
ル
ノ
住
行
が
丘

ー
ー
ト
小
k
z
rド

治

叫

卜

」

よ
企
句
。コ
二

一

ι
H'

J
J
1

1

1

、
.
ピ
-L

a
L
H
H
{
卜
川
・J
、
川
叩

γ
j

l
ノシ
一/
イ
・
以
「
l
川

b
J刊
聞

77 81 67 65 69 79 68 72 81 88 96 

必
乞
げ
M
M
止
」「札
一
道E
:下7

Eなt
，のt

す.

祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
日
本
た
ぱ
目』
産
業
側
上
国
営
業
所

様

ス
タ
ン
ド
灰
皿
十
台
市
民
一

般
の
利
便
の
た
め
に

マ
日
本
通
運
側
上
田
支
庖
様

ビ
デ

オ

・
教
師
用
手
引
書
十
八
セ

ッ
ト

市
内
十
七
小
学
校
な
ど
へ

マ
マ
ル
ヤ
精
密
閥
横

図
書
百
九
十

三
冊、

書
架
一
基
西
塩
田
小
へ

マ
側
流
通
(
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
オ
レ
ン

ジ
ハ

l
ト
)
棟

図
書
券
十
八
万
円

分
災
害
遺
児
の
た
め
に

マ
制
上
回
小
県
歯
科
医
師
会
様

繭

ブ
ラ
シ
八
百
本
市
民
へ
の
配
布
用

と
し
て

マ
匿
名

一
万
一
下
三
百
七
十
一
円

社
会
福
祉
基
金
樹
立
金
と
し
て

マ
早
川
ト
メ
犠
(栃
木
県
)
・
高
瀬
四

郎
様
(東
京
都
)
・
高
田
弘
梯

(栃
木

県
)
五
十
万
問
老
人
福
祉
事
業
に

(
以
上

5
月
m
a
i
8
月
8
日
受
け
付
け
)

88 75 73 78 0 74 87 85 64 73 61 

広報うえだ3.9.

窪
田
た
つ
よ
北
天
神
町
幻

井

上

宏

子

秋

和

町

押
鑓
原
子

下
背
木

mw

山

崎

ま

さ

じ

院

内

制

中

村

政

院

江

伊

勢

山

九

東

川

ナ

ミ

エ

山

田

引

小

山

操

下

・

吉
川
口
付

佐

藤

た

に

下

之

条

幻

矢
ケ
崎
三
郎
下
紺
屋
町

n

古

平

つ

め

桜

ム

n
m
泊

工

藤

い

し

川

辺

町

河

川
U 7 



園
一
四
歳
以
上
係
学
生
除

圃
国
民
年
金
に
加
入
を

平
成
三
年
四
月
か
ら
、

二
十
歳
以

上
の
学
生
は
必
ず
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
加

入
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
か
た
は

大
至
急
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
支
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
二
十
歳
に
な
る

か
た
は
、
誕
生
日
の
前
日
か
ら
加
入

手
続
き
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

マ
持
ち
物

印
鑑

(
口
座
振
替
を
希

望
す
る
人
は
届
け
出
印
)

-
未
加
入
・
未
納
の
と
き
は
:
・

平
成
三
年
四
月
以
降
の
国
民
年
金

未
加
入

・
未
納
期
闘
が
あ
る
と
、
大

一人ひとりが福祉問題について認識を高め、

障害者や老人、子ども、ボランティアの皆さんと

の交流を深めていただくため、次により開、きます。

t-とき 9月15B(日)午前10時~午後3時 t-と

ころ 上回創造館 ・長池公園 t-内容 障害者の

作品展、ふれあいコンサート、もちつき大会ほか

• r障害者の作昂展」の作昆を募集

応募される人は9月12日(村までに社会福祉協議

会 (宮⑫ 20 2 5 )へ。

…
学
な
ど
を
卒
業
し
て
か
ら
も
、
障
害

一
基
礎
年
金

・
障
害
厚
生
年
金
な
ど
の

…
受
給
の
際
、
不
利
に
扱
わ
れ
ま
す
。

納
付
困
難
な
場
合
は

J
主
£
を
付

…
象
と
し
た
免
除
基
準
」
が
あ
り
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
謀

(内

一
線
1
3
6
5
、

1
3
6
6
)

-m月
1
日
か
ら
、
園

園
保
dm
保
険
証
が
更
新

現
有
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

…
は
九
月
三
十
日
間
で
有
効
期
限
が
切

…
れ
十
月
一
日
幽
か
ら
新
し
い
保
険
証

一
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
を
九
月
二
十
日
幽

一
以
降
に
郵
送
し
ま
す
。
現
花
の
保
険

…
証
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
お
返

一
し
く
だ
さ
い
。

…
マ
届
か
な
い
場
合
は

国
保
年
金
課

(
内
線
1
3
6
3
)
へ
照
会
を
。

勤
労
青
少
年
ホ
l
'
u

m月
例
開
講
講
座
ヘ

マ
対
象

市
内
に
住
む
か
、
市
内

に
勤
務
す
る
こ
十
九
歳
ま
で
の
人

マ
受
講
料

二
千
六
十
円

(英
会
話

は
千
三
十
円
)
の
ほ
か
、
材
料
費
が

必
要
と
な
る
講
座
あ
リ

マ
申
し
込

み

九
月
十
七
日

ωi同
二
十
七
日

倒
ま
で
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(
包

⑫

7
1
1
7
)
へ
受
講
料
を
添
え
て

ど
う
ぞ
(
受
付
時
間
は
午
後
零
時
三

十
分
i
九
時
)

…
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

い

…
場
所
や
時
間
帯
で
は
、
絶
対
に
髄
用

…

…
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

…
マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
謀

(内

…

…
融

1
3
8
9
)

圃
横
町
自
治
会
長
今
、
，
九

圃
が
変
わ
り
ま
し
た
f

圃

『

爆

音

機

』

周

聞

に

…

横
町
の
自
治
会
長
さ
ん
が
、
都
合

…

・

…
に
よ
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

一

園
迷
惑
か
け
移

ν
T
f
…
マ
新
自

治

会

長

成
沢
林
吉
(
包
⑫

…

水
田
や
果
樹
園
で
は
、
害
鳥
威
嚇

…
0
2
4
4
)

の
た
め
、
爆
音
機
が
多
く
慣
わ
れ
て

…

い
ま
す
。
爆
音
機
は
、
作
物
を
守
る

…

た
め
に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
使

…

い
方
に
よ
っ
て
は
騒
音
公
害
の
も
と

い

と
な
り
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
…

市
条
例
で
は
、
人
家
か
ら
百
日
以

…

内
の
場
所
や
、
夜
七
時
以
降
の
使
用

…

園
長
野
県
白
川

T
H宅
地

圃
住
宅
係
法
律
相
談
M

マ
と
き

九
月
二
十
日
幽
、
十
月

十
八
日
樹
、
十
一
月
十
五
日

ω
(時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
i
三
時
)

勤労青少年ホーム10月調講講座

議座名 曜日 期間(回数) 定員

英会話入門 月 10/7-12/16 (10回) 20人

生け花教室(草月) 月 10/7-3/家 (20@) 18人

茶道教室{裏千家) 月 10/7-3/末 (20図) 15人

生け花教室(草月) 火 10/1 -3/末 (20図) 18人

茶道教室(表千家) 木 10/3-3/末 (20図} 15人

生け花教室(i也坊) 木 10/3-3/末 (20回} 18人

型書道教室 木 10/3-3/末 (20回} 18人

手編み教室 金 10/4-3/末 (20回) 18人

マ
と
こ
ろ

県
庁
住
宅
課
内
宅
地

住
宅
相
談
所

(七
階

・
8
0
2
6
2

⑮
7
3
4
1
・
予
約
制
)

(14] 

*時間 l立、各講座とも午後6:30~8:30

(英会話は午後7:00~6:00)

広報うえだ3.9.1 



危険物取扱者試験

1>とき 11月178(8) 1>ところ 上回市内 1> 

種類全種類 1>申込期間 9月13日幽一同25日

嗣 1>その他 願書 ・試験案内は消防本部予防線

(宮@0119)にあります。

・準備講習会

1>とき 11月 |日掛 1>ところ 合同序舎 1> 

申込期間 9月13日掛~同25日嗣までに消防本部

予防課へ

m
u全
国
高
齢
者

ト
亥
通
安
全
運
動
H

川
信
号
を
よ
く
見
て
、

配

左

右

を

確

か

め

て

/

~怠た也ヂャレ乙，SJf 

一上回古戦場-

ハーフマラソン大会

マ
と
き
十
月
十
日
榊

(耐
反
決
行
)
マ
種
目

①

一
般
ニ
卜
J
②

一
般
十
J
(
見
次
別
}③

一
般

五
J

(
男
女
別
)
④
附
卜
此
以
k
五
~
⑤
小
学
生

i
J

(
男

-K
別
)⑥
一
般
一ニノ
⑦
小
学
生
一
一一J
(
男

女
別
)
マ
参
加
料

大
人
二
千
円
、
高
校
生
以
下

千
円

(保
険

・
弁
当
代
な
ど
)
マ
申
し
込
み

九

月
九
日
開
か
ら
同
二
十
四
日
閃
ま
で
に
、
マ
ラ
ソ

ン
大
会
事
務
局

(市
役
所
四
庁
合
ニ
締
)
に
参
加

料
を
添
え
て
ど
う
ぞ

(本
人
か
保
満
州
者
の
印
拡
が

必
袋
)

マ
問
い
合
わ
せ

体
行
諜

{内
線
1

7

5

2
て
マ
ラ
ソ
ン
大
会
い
や
訪
日
(内
総
1
9
1
1
}

-

H
寺、
A
m
こ

展

示

会

H

…
か
た
に
「
き
の
こ
相
談

HF
を
お
則

…
め
、
公
同
や
街
路
樹
な
ど
の
「紘
化
」
…

・

…
い
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
次
の
か
た
…

を
推
進
中
今
年
も
月
間
中
、

「綜
の

-a怠
た
也
ど
う
玲

・

…
』

会

ぞ

。

…
り
真
れ
ネ
ル
展
」
を
開
き
ま
す
。

上
小
き
の
こ
中
毒
防
止
推
進
協
議

…

〈

市

き

の

こ

相

談

員

〉

…

マ

期

間

十
月
七
日
仰
i
同
二
十
八

…

…
会
で
は
、
次
に
よ
り
聞
き
ま
す
。

…

マ
佐
政
昭
夫
さ
ん

(赤
板

・
宮
@
…

日
仰

マ
会
場

市
役
所

一
階
ロ
ピ

…

マ

と

さ

ん
月
二
十
一
日

ω1同
…
1
3
9
0
)
マ
赤
羽
仁
士
さ
ん
(
常
…
|
、

文
化
セ
ン
タ
ー
(
材
木
町
)
入

…

…
二
十
三
日
仰
午
前
十
時
1
午
後
六
時

…
松
町
・
宮
⑫
9
1
9
4
}
マ
滝
沢
光

…

u
ホ
ー
ル

…

(ニ
卜
コ一
H
は
午
後
問
時
ま
で
)
マ
…

樹
さ
ん

{k
極
尻

-
g
@
6
1
2
9
)
…
・
展
示
作
昂
を
募
集

…
と
こ
ろ

は
て
い
や
上
回
前
二
階

…

マ
議
井
広
さ
ん

(浦
野

・宮
⑪
2

…

マ

題
材

紙
の
あ
る
風
景
、
ま
た

…

…
マ
内
容

さ
の
こ
展
示
会
き
の
こ

…
1
2
1
)

…
は
綜
と
の
ふ
れ
あ
い

マ
規
格

四

…

…
相
談
室
、
き
の
こ
写
真
展

…
〈
県
き
の
こ
衛
生
指
導
員
〉
…

つ
切
り
(
カ
ラ

l
・
モ
ノ
ク

ロ
)
マ
…

一
・
注
意
し
て
「
き
の
こ
中
毒
」
…

マ
大
久
保

一
海
さ
ん
(
常
入

・
2
…
応
募
期
限

十
月
三
日
附

マ
提
出
…

も
う
す
ぐ
き
の
こ
シ
ー
ズ
ン
。
次

…
@
6
5
8
4
}マ
内
河
泰
長
さ
ん
(
五

…
先

都
市
計
画
課
(
内
線
1
5
2
3
)
…

…
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
き
の
こ
に
よ

…
加

・
2
@
2
4
7
1
)

…

マ

そ

の

他

①

参

加
者
会
只
に
記

…

…
る
食
中
川
慨
を
防
ざ
ま
し
ょ
う

…

…

念
品
を
贈
呈
②
作
品
は
単
一小
後
お
返

…

…

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
食
べ
な
い
…
圃

「

緑

め

写

真

パ

ネ

…

し
し
ま
す

…
・

4
年

版

県

民

手

帳

め

…
②
P
Uき
の
こ
を
覚
え
る
③
甘
か
ら
の

…
圃

一

.

…
言
い
伝
え
や
迷
い
は
信
じ
な
い
。

…
園

ル

展

』

開

催

し

ま

守

…

圃

…
・

予

約

受

け

付

け

ま

守

.

圃

新
市
場
開
拓
怒
ど
を

.

二

九

一

一

は

ぺ

知
識
を
お
持
ち
の

…
は

U
U
M持
制
吋
rM
Y
-
-可
3
企
業
に
助
成
f

…
付

日

組

問

ば

認

は

吟

新
市
場
開
拓
な
ど
の
「
起
業
化
」

一
マ
価
格

三
百
八
十
円

マ
配
布

を
行
お
う
と
す
る
企
業
や
研
究
対
の

…

十
一
月
初
旬

マ
予
約
締
切
日

派
遣
な
ど
に
対
す
る
助
成
併
業
を
次

υ

九
月
三
卜
日

マ
申
し
込
み

企
画

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

…
諜
統
計
係

(内
綿
1
2
2
6
)

-
起
業
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
出
事
業

日

-
起
業
化
助
成
事
業

-
研
究
員
派
遣
助
成
ギ
業

マ
問
い
合
わ
せ

よ
小
地
方
事
務
所

…

商
工
課
内
(
財
)
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

…
開
発
機
構

k
回
事
務
所

(
宮
⑫
6
7
…

8

8
)
 

ノ

9月21日~同30日

(秋の全国交通安全運動 〉

-シートベルト、へ

ルメットを正しく

着用

・違法駐車はやめよ

っ

広報うえだ'3.9 7 

信
州
大
学

放
送
公
開
講
座

マ
科
目
名

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

へ
の
沼
待
②
絹
の
文
化
誌

マ
受

講

料

無

料

マ
申
し
込
み

九

月
二
十

一
日
出
ま
て
に
信
州
大

学
学
生
部
学
生
課
〈
宮
0
2
6
3

@
8
2
5
7

〉へ
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~ 場 名
実施日

女サ 象 地 区
2回 3回

保健センター 9 10 南部・北部
(市役所務庁舎2階1 月 月

20 15 
JII 辺 町 会 鎗 日 臼 川辺 ・泉国

上 野が丘公民館 ⑥ @ 神科・釜殿

保健センタ ー 9 10 

( Ili役所街斤合2附)
月 月 西 部 ・塩尻
24 18 

好 町 会 館
@ 日 ⑧ 日 城 下

復国母子健康センター
2月9 6 2月10 2 

塩 回

川西社会福祉センター 日@主 日。 JII 西

保健センター 9 10 
東部 ・中央

[市役所南庁合2P.lil 
月 月
27 24 

神川地区公民館
⑥ 日 ⑧ 日

神 JII 

|i@ /14 南部 ・北部 ・函部・海尻
保健センター Jlli亙・泉田 ・神科・重量殿

(予備日) 11⑧ /15 東部 ・中央 ・城下・神川
塩田・ )11西

三種混合予防接種目程表(前期)

v
 

，，F
 e+ι ず

下

、，

、
-吉池勇祐〈ん

(1歳6か月・浦野)

「よく食べます。車のおもちゃ

が好きで、いたずらばかりして

いますJ と母の恵子さん。

保健 診D砂

2回目以降を別表のとおり行います。 8月に1!明l

四目を接種できなかった子どもさんもよ予備日まで含め

ると 3回できますので、お受けください。

詳しくは、8月1日付け「広報うえだ」 をご覧くだ

さい。

三種混合予防接種

保健予防諜(内線 1374)

※接種時間は各会場とも午後1時30分から2時30分

※駐車場が狭いため、車での来場はなるべくご遠慮を。

九
月
は
、
連
休
.
か
2
回
続

一
く
定
め
、
在
記
の
と
お
り
収

…
集
を
集
い
ま
す
。
九
月
二
十

三
日
開
は
祝
日
で
す
が
、
月

曜
日
地
区
の
特
別
収
集
を
行

い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
(
岱
@
0
6
6
6〉

.…

表程ロH
…
集n
A
 

d
U
1
 

みの中
田
副
，
sr' 
期休連日月Qd

 

倒瞬、、.

み

河

X
一
』
E
R

9月15日{日) 敬老の日 休 み

16白伺) 振替休日 休 み

17日{火) 通常の火曜日地区のみ収集

18日嗣 H 水曜日 // 

19日嗣 H 木曜日 // 

20日悩 H 金B鑓日 // 

21日出 H 土曜日 // 

22臼(8) 休 み

23日明) 秋分の日 通常の月曜日地区のみ収集(特別収集)

観
光
会
館

観
光
会
館
は
、
上
回
城
跡
公
闘

を
訪
れ
る
観
光
存
に
、
ゆ

っ
く
り

く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き
な
が
ら
土

産
品
を
貿

勺
た
り
、
休
息
を
し
て

い
た
だ
く
目
的
で
、
建
て
-h

リ
れ
た

も
の
で
す
。
上
回
城
跡
公
図
前
の

名
所
と
し
て
、
市
民
や
観
光
客
に

親
し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈メ

モ〉

使
用
時
間
は
、
午
前
九

時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
。
休
館
日

は
、
年
末
年
始

(十
二
月
二
十
九

日
か
ら
翌
年

一
月
三
日
ま
で
)。
展

示
室
、
会
議
室
を
利
用
さ
れ
る
か

た
は
、
同
会
館
へ
申
し
込
み
を
。

マ
問
い
合
わ
せ

親
光
会
館
(
宮

⑫
4
4
0
3
)
 

¥

/

・

ぉ
盆
も
過
ぎ
て
、
高
校

…
集

記

J

野
球
も
終
わ
る
と
、
す

っ

…

編

後

¥
か
り
H

夏
。
と
い
う
感
覚
が

/
¥
薄
ら
い
で
い
く
。
そ
れ
に

…
し
で
も
、
特
に
今
年
の

ρ

夏
め
甲
子

…
問
。
は
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
才
に
く
ぎ

…
付
け
だ
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
:・
。

…
自
分
も
そ
の

一
人
か
も
。
地
元
の
健

…
闘
が
光
っ
た
た
め
か
、
今
大
会
は
面

…
白
か
っ
た
。
高
校
野
球
だ
け
は
、
な

ぜ
か
老
若
男
女
間
わ
ず
に
人
気
が
あ

…
る
。
結
局
は
か
郷
土
愛
み
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。

(
に
し
ぎ
わ
)

[16] 7 広聾うえだ3.9.

上回城跡二の丸橋の向い側

-
こ
ん
な
に
気
を
も
ん
だ
花
火
大
会

は
な
か

っ
た
。
カ
メ
ラ
、
三
脚
、
懐

中
電
灯
、
そ
し
て
蚊
取
り
線
香
と
用

意
は
万
端
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
急

の
雨
。
降
ら
な
け
れ
ば
、
早
め
に
峨

影
ポ
イ
ン
ト
を
下
見
す
る
予
定
で
い

た
。
寸
今
日
は
中
止
だ
。
ゆ
っ
く
リ
ビ

ー
ル
で
も
飲
も
う
」
と
た
か
を
く
く

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
だ
。
午
後

六
時
過
ぎ
、
雨
が
や
ん
だ
。
事
態
は

急
転
。
パ
タ
パ
タ
と
機
材
を
車
に
詰

め
込
む
。
「
あ

|
、
ビ
ー
ル
飲
ん
で

な
く
て
よ
か

っ
た
」。

(

せ

ま

)
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